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は
じ
め
に

明
治
か
ら
大
正
初
め
に
か
け
て
活
躍
し
た
日
本
画
家
・
武
村
耕
靄
︵
一
八
五
二
︱

一
九
一
五
︶
は
、
日
本
美
術
協
会
や
日
本
画
会
な
ど
の
展
覧
会
で
活
躍
す
る
か
た
わ

ら
、
数
多
く
の
門
弟
を
抱
え
、
自
宅
等
で
そ
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
た１
。
確
認
で
き

て
い
る
だ
け
で
も
、
そ
の
数
は
通
算
で
一
三
〇
名
あ
ま
り
に
上
る２
。
耕
靄
門
に
こ
れ

だ
け
多
く
の
弟
子
た
ち
が
集
っ
た
背
景
に
は
、
各
種
展
覧
会
で
の
活
躍
に
加
え
、
東

京
女
子
師
範
学
校
︵
現
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
︶
や
共
立
女
子
職
業
学
校
︵
現
、
共

立
女
子
学
園
︶
な
ど
で
図
画
教
員
を
務
め
、
さ
ら
に
私
立
女
子
美
術
学
校
︵
現
、
女

子
美
術
大
学
︶
で
日
本
画
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
と
い
う
耕
靄
の
経
歴
が
関
わ
っ

て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
一
方
で
ま
た
、
当
時
の
女
性
画
家
に
対
す
る
社
会

的
な
需
要
も
、
少
な
か
ら
ず
作
用
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る３
。

本
稿
で
は
こ
う
し
た
、
女
性
画
家
の
需
要
と
い
う
視
座
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
耕

靄
と
、
彼
女
が
絵
画
指
導
を
行
っ
て
い
た
真
田
伯
爵
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討

し
て
み
た
い
。
耕
靄
門
で
は
一
般
家
庭
の
女
性
は
も
ち
ろ
ん
、
華
族
家
の
女
性
た
ち

も
多
く
学
ん
で
い
た
が
、
と
り
わ
け
真
田
伯
爵
家
で
は
、
当
主
の
真
田
幸
正
︵
一
八

七
六
︱
一
九
一
七
︶
を
は
じ
め
、
そ
の
夫
人
や
母
親
な
ど
が
と
も
に
耕
靄
の
指
導
を

受
け
て
お
り４
、
家
族
単
位
で
の
交
流
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
耕
靄
は
同
家
か
ら
作
品

揮
毫
の
依
頼
も
数
多
く
受
け
て
お
り
、
真
田
伯
爵
家
が
屋
敷
を
新
築
し
た
際
に
は
、

襖
な
ど
建
具
の
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
て
い
る５
。

こ
う
し
た
耕
靄
と
真
田
伯
爵
家
と
の
交
流
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
当

時
の
女
性
画
家
と
華
族
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
示
す
こ
と
が
出
来
れ

ば
と
思
う
。

一
、
真
田
伯
爵
家
に
つ
い
て

ま
ず
は
真
田
伯
爵
家
に
つ
い
て
、
概
略
を
確
認
し
て
お
こ
う６
。

真
田
伯
爵
家
︵
以
下
、
真
田
家
︶
は
関
ケ
原
の
戦
い
と
大
坂
の
陣
で
徳
川
方
に
つ

き
、
元
和
八
年
︵
一
六
二
二
︶
に
信
濃
・
松
代
へ
加
増
転
封
と
な
っ
た
真
田
信
之

︵
一
五
六
六
︱
一
六
五
八
︶
を
初
代
と
し
て
、
代
々
松
代
藩
主
を
務
め
た
家
系
で
、

幕
末
の
慶
応
二
年
︵
一
八
六
六
︶
三
月
に
は
真
田
幸
民
︵
一
八
五
〇
︱
一
九
〇
三
︶

が
家
督
を
継
い
で
第
十
代
藩
主
と
な
っ
た
。
同
年
四
月
、
幸
民
は
従
五
位
下
に
叙
さ

れ
、
信
濃
守
に
任
じ
ら
れ
る
。
戊
辰
戦
争
で
は
新
政
府
方
に
つ
い
て
戦
功
を
挙
げ
、

そ
れ
に
よ
り
明
治
二
年
︵
一
八
六
九
︶
六
月
に
永
世
三
万
石
を
賜
り
、
ま
た
版
籍
奉

明
治
期
に
お
け
る
女
性
画
家
と
華
族
の
関
わ
り
に
つ
い
て 
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還
に
よ
っ
て
松
代
藩
知
事
と
な
り
、
従
四
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。
明
治
十
七
年
七
月
に

は
子
爵
と
な
り
、
さ
ら
に
維
新
の
勲
功
に
よ
り
、
明
治
二
十
四
年
四
月
、
伯
爵
に
陞

せ
ら
れ
る
。
明
治
三
十
六
年
九
月
六
日
に
は
特
旨
を
も
っ
て
従
二
位
に
叙
せ
ら
れ
、

勲
二
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
る
が７
、
そ
の
二
日
後
の
九
月
八
日
に
幸
民
は
死
去
。
長

男
・
幸
正
が
襲
爵
し
た
。
幸
正
は
国
光
生
命
保
険
相
互
会
社
の
取
締
役
な
ど
を
務

め
、
明
治
四
十
一
年
七
月
従
四
位
に８
、
大
正
三
年
︵
一
九
一
四
︶
七
月
正
四
位
に
叙

せ
ら
れ
る
が
、
も
と
も
と
か
ら
だ
が
弱
く
、
大
正
六
年
一
月
十
一
日
に
四
十
二
歳
で

亡
く
な
っ
て
い
る
。

耕
靄
が
真
田
家
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
幸
民
が
死
去
す
る
直
前
の
明

治
三
十
五
年
頃
か
ら
で
、
そ
の
交
流
は
耕
靄
が
亡
く
な
る
大
正
四
年
ま
で
つ
づ
い

た
。こ

の
頃
の
真
田
家
に
は
、
幸
正
と
そ
の
妻
・
澄
子
︵
一
八
八
〇
︱
一
九
三
七
︶、

母
・
輯
子
︵
一
八
六
四
︱
一
九
二
八
︶、
祖
母
・
晴
子
︵
一
八
三
五
︱
一
九
一
五
︶、

妹
・
信
子
︵
一
八
八
四
︱
一
九
七
三
︶、
弟
・
幸
保
︵
一
九
〇
一
︱
一
九
七
五
︶、
長

男
・
幸
治
︵
一
九
〇
一
︱
一
九
七
七
︶、
次
男
・
幸
尚
︵
一
九
〇
三
︱
一
九
四
六
︶

ら
が
お
り
、
先
述
の
と
お
り
幸
正
と
澄
子
、
輯
子
が
耕
靄
か
ら
絵
画
指
導
を
受
け
て

い
た
。
ま
た
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
信
子
と
幸
保
、
幸
治
の
三
人
も
耕
靄
か
ら

絵
を
学
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
晴
子
も
指
導
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
記
述
が
、

耕
靄
の
日
記
に
は
見
出
せ
る
。

こ
う
し
た
耕
靄
と
真
田
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
共
立
女
子
大
学
図

書
館
が
所
蔵
す
る
耕
靄
の
日
記
と
﹃
繪
畵
揮
毫
覺
﹄
に
加
え
、
国
文
学
研
究
資
料
館

に
寄
託
さ
れ
て
い
る
真
田
家
の
日
記
を
た
よ
り
に
、
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
と
思

う
。
こ
の
う
ち
耕
靄
の
日
記
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
稿
で
ま
と
め
て
い
る
た
め
、

そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た
い９
。

﹃
繪
畵
揮
毫
覺
﹄︵
以
下
、﹃
揮
毫
覺
﹄︶
は
、
耕
靄
が
依
頼
を
受
け
て
制
作
し
た
作

品
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
、
依
頼
主
や
画
題
、
依
頼
日
、
受
渡
日
、
形
状
、
材

質
、
員
数
、
寸
法
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
共
立
女
子
大
学
図
書
館
に
は
四
冊
が

収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
明
治
三
十
一
年
か
ら
大
正
四
年
ま
で
の
依
頼
に
つ
い
て
記
さ
れ

て
い
る
︵
表
１
︶。

ま
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
収
蔵
・
寄
託
さ
れ
て
い
る
真
田
家
関
連
の
文
書
資

料
の
な
か
に
は
、
膨
大
な
数
に
上
る
日
記
類
が
含
ま
れ
て
い
る10
。
本
稿
で
は
そ
の
う

ち
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
よ
り
﹁
真
田
家
／
家
職
／
日
記
︱
東
京
本
邸
﹂
と
分
類

さ
れ
た
日
記
を
検
討
材
料
と
し
た
。
同
日
記
は
真
田
家
の
家
扶
に
よ
り
記
さ
れ
た
も

の
で
、
日
々
の
来
客
の
記
録
な
ど
が
克
明
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る11
。
年
代
に
よ
っ

て
は
欠
本
も
多
々
見
ら
れ
る
が
、
耕
靄
に
関
す
る
記
述
も
散
見
さ
れ
、
耕
靄
と
真
田

家
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
上
で
、
貴
重
な
示
唆
に
富
む
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
今

回
調
査
し
た
日
記
は
表
２12
の
と
お
り
。

な
お
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
よ
り
﹁
真
田
家
／
家
職
／
日

記
︱
東
京
本
邸
﹂
と
分
類
さ
れ
た
日
記
を
、
真
田
家
日
記
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

二
、
耕
靄
と
真
田
家
と
の
関
わ
り

耕
靄
と
真
田
家
と
の
交
流
は
、
先
述
の
と
お
り
十
三
年
近
く
つ
づ
い
て
い
る
た

め
、
そ
の
間
の
出
来
事
を
細
か
く
記
述
す
る
こ
と
は
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
叶
わ
な

い
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
出
来
事
の
み
を
取
り
上
げ
、
記

述
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
―
一
、
揮
毫
依
頼

耕
靄
と
真
田
家
と
の
交
流
が
い
つ
頃
は
じ
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
正
確
な
時
期
を
特

定
で
き
る
資
料
は
い
ま
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、﹃
揮
毫
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覺
﹄
第
一
に
、
耕
靄
が
明
治
三
十
五
年
十
一
月
二
日
に
真
田
家
か
ら
﹁
冨
士
川
富

嶽
﹂
の
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
、
翌
明
治
三
十
六
年
三
月
に
納
め
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
明
治
三
十
五
年
以
前
の
耕
靄
の
日
記
に
真
田
家
に
関
す
る
記
述
が

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
頃
よ
り
耕
靄
と
真
田
家
と
の
交
流
が
は

じ
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
耕
靄
は
こ
れ
以
降
、
真
田
家
か
ら
し
ば
し
ば
揮
毫

依
頼
を
受
け
て
お
り
、﹃
揮
毫
覺
﹄
に
記
載
の
あ
る
も
の
だ
け
で
も
、
後
述
の
建
具

揮
毫
を
除
き
、
十
三
件
に
上
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
揮
毫
依
頼
の
う
ち
、
先
に
触

れ
た
﹁
冨
士
川
富
嶽
﹂
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
き
た
い13
。

耕
靄
が
真
田
家
か
ら
受
け
た
揮
毫
依
頼
の
な
か
で
も
、
最
初
期
の
も
の
に
あ
た
る

﹁
冨
士
川
富
嶽
﹂
は
、
真
田
家
日
記
明
治
三
十
六
年
三
月
二
十
八
日
条
に
よ
れ
ば
、

﹁
幅
三
尺
長
五
尺
﹂
の
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
真
田
宝
物
館
に
は
、
縦
一
五

四
・
五
×
横
八
五
・
六
㎝
の
画
面
に
、
富
士
川
か
ら
臨
む
富
士
山
の
姿
を
描
い
た
絹

本
着
色
、
掛
軸
装
の
作
品
︽
富
士
川
望
岳
之
図
︾︵
図
１
︶
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
大
き
さ
は
﹁
冨
士
川
富
嶽
﹂
の
そ
れ
と
お
お
よ
そ
一
致
す
る
。
ま
た
、
同
作
の

掛
緒
部
分
に
は
、﹁
武
邨
耕
靄
冨
岳
之
圖　

明
治
丗
六
年
七
月
装
潢
﹂
と
墨
書
さ
れ

た
紙
片
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
と
お
り
で
あ
れ
ば
、
制
作
時
期
も
﹃
揮
毫

覺
﹄
の
記
述
と
矛
盾
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
真
田
宝
物
館
所
蔵
の
︽
富
士

川
望
岳
之
図
︾
が
、
こ
の
と
き
依
頼
さ
れ
た
﹁
冨
士
川
富
嶽
﹂
に
該
当
す
る
作
品
で

あ
る
と
推
定
で
き
よ
う
。︽
富
士
川
望
岳
之
図
︾
の
画
面
左
下
に
は
、﹁
富
士
川
望

岳
﹂
の
題
と
と
も
に
、﹁
耕
靄
女
史
﹂
と
落
款
が
記
さ
れ
、﹁
武
村
千
佐
﹂
の
朱
文
方

印
が
捺
さ
れ
て
い
る
︵
図
２
︶。

ま
た
、
同
作
を
収
め
る
桐
箱
の
身
側
面
に
は
、﹁
武
村
耕
靄
筆
冨
嶽
圖　

明
治
三

十
六
年
大
阪
府
開
設
日
本
勧
業
博
覧
會
出
陳
﹂
と
墨
書
さ
れ
た
紙
片
が
貼
付
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
記
述
の
博
覧
会
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会

へ
、
耕
靄
は
た
し
か
に
︽
富
士
川
望
富
嶽
︾︵
図
３
、
以
下
、
出
品
画
︶
と
題
し
た

作
品
を
出
品
し
て
い
る
が
、
真
田
宝
物
館
所
蔵
の
︽
富
士
川
望
岳
之
図
︾︵
以
下
、

依
頼
画
︶
と
は
若
干
図
様
が
異
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
少
し
、
両
作
の
制
作
状
況
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。

先
述
の
と
お
り
、
耕
靄
は
明
治
三
十
五
年
十
一
月
二
日
に
、﹁
冨
士
川
富
嶽
﹂
の

揮
毫
を
真
田
家
よ
り
依
頼
さ
れ
た
。
さ
ら
に
耕
靄
の
日
記
明
治
三
十
六
年
二
月
二
十

二
日
条
に
は
、﹁
久
保
成
氏
繪
画
依
頼
ニ
来
る
﹂
と
あ
り
、
真
田
家
の
家
令
・
久
保

成
が
耕
靄
宅
を
訪
れ
、
絵
画
揮
毫
の
依
頼
を
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
年
の

耕
靄
の
日
記
三
月
一
日
条
に
、﹁
久
保
成
氏
来
駕
同
氏
ニ
富
嶽
図
巾三
尺　

山
水
二
尺

五
寸
巾　

竹
同　

猫
同
寸
法　

都
合
四
葉
貸
付
す
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
月
の
依
頼
は
﹁
冨
士

川
富
嶽
﹂
以
外
の
作
品
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
真
田
家
は
三
月
一
日
に
耕
靄
よ
り
提
出
さ
れ
た
四

点
の
作
品
の
う
ち
、﹁
富
嶽
図
﹂
お
よ
び
﹁
山
水
﹂
の
二
点
を
買
い
上
げ
、
謝
礼
と

し
て
金
三
十
円
を
支
払
っ
て
い
る14
。

一
方
、
耕
靄
が
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
出
品
画
を
描
き
は
じ
め
た
の
は
、

明
治
三
十
六
年
一
月
三
日
の
こ
と
で
、
同
日
の
耕
靄
の
日
記
に
は
﹁
本
日
よ
り
出
品

画
揮
毫
す
﹂
と
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
耕
靄
の
日
記
一
月
十
三
日
条
に

は
﹁
夜
出
品
画
を
張
る
﹂
と
あ
り
、
翌
十
四
日
条
に
は
﹁
出
品
画
出
来
ニ
付
午
前
荒

木
氏
へ
持
參
そ
れ
よ
り
上
野
美
術
協
會
へ
持
參
鑑
査
會
事
務
所
へ
納
む
﹂
と
記
さ
れ

て
い
る
。

残
念
な
が
ら
、
真
田
家
か
ら
の
依
頼
画
と
博
覧
会
へ
の
出
品
画
の
う
ち
、
ど
ち
ら

が
先
に
描
か
れ
、
ま
た
後
に
制
作
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
両
作
が
ほ

ぼ
同
じ
時
期
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
記
述
よ
り
明
ら
か
だ
ろ

う
。ま

た
、
耕
靄
の
日
記
に
は
出
品
画
と
あ
わ
せ
て
鑑
査
会
事
務
所
へ
提
出
さ
れ
た
解

説
書
の
控
え
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
出
品
画
に
つ
い
て
、﹁
此
圖
ハ
明
治
三
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十
五
年
十
月
三
十
日
静
岡
縣
岩
淵
ニ
到
リ
富
士
川
沿
岸
ヨ
リ
冩
生
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
﹂

と
記
さ
れ
て
い
る
。
耕
靄
は
明
治
三
十
五
年
十
月
二
十
三
日
よ
り
、
鎌
倉
か
ら
静
岡

方
面
へ
旅
行
し
て
お
り15
、
そ
の
際
に
耕
靄
が
携
行
し
た
﹃
写
生
帖
﹄
六16

に
は
、﹁
小

山　

冨
士
見
橋
よ
り
眺
岳　

十
月
三
十
日
写
﹂、﹁
三
十
五
年
十
月
三
十
日　

岩
淵
鈴

川
間
夕
景
﹂
と
い
っ
た
記
載
の
あ
る
図
の
ほ
か
、
彩
色
の
施
さ
れ
た
富
士
図
︵
図

４
︶
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
彩
色
さ
れ
た
富
士
図
の
構
図
は
出
品
画
や
依

頼
画
の
そ
れ
に
近
く
、
耕
靄
は
こ
の
図
を
も
と
に
、
出
品
画
お
よ
び
依
頼
画
を
描
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
両
作
は
い
ず
れ
も
同
一
の
写
生
図
を
も
と
に
描
か
れ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
が
、
富
士
川
に
架
か
る
橋
に
つ
い
て
見
る
と
、
依
頼
画
で
は
中
州
よ
り
向

こ
う
が
橋
脚
の
み
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
出
品
画
で
は
向
こ
う
岸
ま
で
き
ち
ん

と
橋
が
渡
さ
れ
て
い
る
。﹃
写
生
帖
﹄
六
に
描
か
れ
た
図
で
は
、
富
士
川
に
架
か
る

橋
が
中
州
ま
で
で
途
切
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
景
に
よ
り
忠
実
な
描
写
が
見
ら
れ

る
の
は
、
依
頼
画
の
方
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、﹃
写
生
帖
﹄
六
の
図
に
は
、
依
頼
画
と
出
品
画
両
作
の
前
景
に
配
さ
れ
た

松
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
視
点
が
若
干
異
な
る
た
め
、
あ
る
い
は
別
角
度
か
ら
の
写

生
図
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
依
頼
画
と
出
品
画
の
前
景
に

描
か
れ
た
松
は
、
お
そ
ら
く
は
画
面
の
遠
近
感
を
強
調
す
る
た
め
、
耕
靄
が
意
図
し

て
描
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
出
品
画
で
は
こ
の
松
が
よ
り
大
き
く
描
か
れ
、
画

面
の
遠
近
感
が
い
っ
そ
う
強
く
表
さ
れ
て
い
る
。
先
に
見
た
橋
の
描
写
と
合
わ
せ
て

考
え
れ
ば
、
出
品
画
は
実
景
の
写
生
を
も
と
に
、
理
想
化
さ
れ
た
風
景
と
し
て
描
か

れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

二
―
二
、
絵
画
指
導

見
て
来
た
よ
う
に
、
耕
靄
と
真
田
家
と
の
交
流
は
は
じ
め
、
絵
画
の
揮
毫
依
頼
か

ら
は
じ
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
治
三
十
七
年
十
一
月
、
耕
靄
は
新
た
に
絵
画

指
導
の
依
頼
を
受
け
て
い
る
。
真
田
家
日
記
明
治
三
十
七
年
十
一
月
十
六
日
条
に

は
、﹁
方
々
様
御
繪
畫
御
習
學
被
遊
度
候
付
右
御
指
導
為
御
頼
武
邨
耕
靄
方
へ
久
保

成
罷
越
﹂
と
、
真
田
家
の
人
々
か
ら
絵
を
学
び
た
い
と
の
希
望
が
あ
り
、
そ
の
指
導

役
を
耕
靄
に
依
頼
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
約
一
週
間
後
の
十
一
月

二
十
四
日
、
耕
靄
は
さ
っ
そ
く
、
絵
画
指
導
の
た
め
に
真
田
邸
を
訪
れ
て
い
る
。
そ

の
日
の
真
田
家
日
記
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

 

過
般
よ
り
御
頼
相
成
候
武
村
耕
靄
本
日
午
前
十
時
過
よ
り
罷
出
候
付
於
御
座
敷　

御
上
大
奥
方
様
奥
方
様
信
子
様
御
逢
被
成
下
夫
よ
り
御
教
授
申
上
畢
て
午
飯
被

下一
加
寿
天
以
良　

一
折　

武
邨
千
佐
子

　

右
は
畫
學
為
御
教
授
本
日
初
て
罷
出
候
ニ
付
献
上
之

一
金
二
千
疋　

同
人

　

右
は
御
束
脩
旁
被
下
之

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
耕
靄
は
こ
の
日
、
真
田
邸
の
座
敷
で
幸
正
、
澄
子
、
輯

子
、
信
子
に
面
会
し
、
絵
画
指
導
を
行
っ
た
の
ち
、
同
家
よ
り
昼
食
を
供
さ
れ
た
。

こ
の
と
き
は
初
回
と
い
う
こ
と
で
、
耕
靄
は
カ
ス
テ
ラ
を
持
参
し
、
真
田
家
か
ら
は

束
修
と
し
て
金
二
千
疋
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
真
田
家
の
指
導
は
午
前
中
に
行
わ
れ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
真
田
家
日
記
に
は
、
耕
靄
が
こ
れ
以
降
も
絵

画
指
導
の
あ
と
で
昼
食
を
供
さ
れ
て
い
た
よ
う
す
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

真
田
家
日
記
明
治
三
十
七
年
十
二
月
二
十
八
日
条
に
は
、﹁
一
鶏
卵　

一
折　

二
枚

折
御
屛
風
へ
桜
樹
相
認
候
付　

竹
村
千
佐
子　

一
金
弐
千
疋　

外
ニ
御
月
謝
金
五
圓　

右
之
通
御
歳
暮
旁
被
下
久
保
成
持
參
﹂
と
あ
り
、
絵
画
指
導
の
月
謝
は
金
五
円
で
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あ
っ
た
。

当
初
よ
り
真
田
家
で
耕
靄
の
絵
画
指
導
を
受
け
て
い
た
の
は
、
先
述
の
と
お
り
幸

正
、
澄
子
、
輯
子
、
信
子
の
四
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
信
子
は
明
治
四
十
三
年

に
伯
爵
・
藤
堂
高
紹
︵
一
八
八
四
︱
一
九
四
三
︶
と
結
婚
し
、
藤
堂
家
へ
と
入
っ
て

い
る
。
そ
の
後
、
真
田
家
日
記
明
治
四
十
四
年
七
月
十
七
日
条
に
は
、﹁
但
昨
年
迄

は
信
子
様
御
稽
古
被
遊
候
処
為
御
代
幸
保
様
御
稽
古
被
遊
本
年
ハ
別
ニ
幸
治
様
御
稽

古
御
頼
候
付
御
目
録
被
下
之
﹂
と
あ
り
、
信
子
の
結
婚
後
は
幸
保
と
幸
治
も
耕
靄
に

指
導
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
耕
靄
の
日
記
大
正
二
年
十
月
二
十

三
日
条
に
は
、﹁
藤
堂
家
よ
り
電
話
に
て
来
春
よ
り
稽
古
と
申
来
る
﹂
と
あ
り
、
信

子
が
藤
堂
家
に
入
っ
た
の
ち
も
、
耕
靄
に
絵
画
指
導
を
依
頼
し
て
い
た
よ
う
す
が
窺

え
る
。
さ
ら
に
、
耕
靄
の
日
記
明
治
四
十
五
年
四
月
一
日
条
に
は
、﹁
真
田
家
教
授

に
行　

四
位
殿　

春
殿
病
氣
ニ
付　

婦
人
方
の
ミ
教
授
す
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
記
述
に
見
ら
れ
る
﹁
春
殿
﹂
と
は
、
あ
る
い
は
幸
正
の
祖
母
・
晴
子
の
こ
と
を
誤

記
し
た
も
の
と
も
想
像
さ
れ
、
晴
子
も
ま
た
、
耕
靄
に
絵
を
学
ん
で
い
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
真
田
家
で
は
ほ
ぼ
全
員
が
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
耕
靄
か
ら
絵

を
学
ん
で
お
り
、
ま
さ
に
家
族
単
位
で
交
流
の
あ
っ
た
よ
う
す
が
窺
え
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
交
流
は
必
ず
し
も
当
主
で
あ
る
幸
正
を
介
し
た
も
の
で
は
な
く
、
耕
靄
の

日
記
明
治
四
十
三
年
七
月
十
二
日
条
に
、﹁
真
田
家
へ
稽
古
ニ
上
る
本
日
ハ
四
位
殿

先
祖
の
三
百
年
祭
ニ
付
帰
國
墓
参
せ
ら
る
ゝ
に
付
本
日
ハ
教
授
他
の
方
〳
〵
の
ミ
﹂

と
あ
る
よ
う
に
、
幸
正
が
不
在
の
日
に
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ

た
。な

か
で
も
熱
心
に
絵
を
学
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、
澄
子
と
輯
子
の
ふ
た
り

で
、
真
田
家
日
記
明
治
四
十
四
年
五
月
十
二
日
条
に
は
、﹁
一
金
弐
千
疋　

武
邨
耕

靄　

右
は　

大
奥
方
様
幷
奥
方
様
へ
御
畵
名
差
上
候
ニ
付
為
御
挨
拶
被
下
之
﹂
と
あ

り
、
澄
子
と
輯
子
が
雅
号
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
金
二
千
疋
が
耕
靄
に
贈
ら

れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
澄
子
が
こ
の
と
き
ど
の
よ
う
な
雅
号

を
与
え
ら
れ
た
の
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
も
の
の
、
輯
子
の
雅

号
に
つ
い
て
は
、
大
正
二
年
の
耕
靄
の
日
記
の
う
ち
、
欄
外
に
﹁
六
月
十
六
日
冩
之

島
津
家
之
為
ニ
﹂
と
記
さ
れ
た
頁
に
、
輯
子
の
も
の
と
思
し
き
印
章
の
印
影
が
書
き

写
さ
れ
て
い
る
︵
図
５
︶。
そ
こ
に
は
﹁
輯
子
﹂
と
い
う
印
章
と
と
も
に
、﹁
積
靄
女

史
﹂
と
い
う
印
章
の
印
影
と
、
輯
子
が
雅
号
を
贈
ら
れ
た
日
付
と
矛
盾
し
な
い
﹁
辛

亥
五
月
﹂
と
の
記
載
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
﹁
積
靄
﹂
と
い
う
の
が
、
輯
子
に

与
え
ら
れ
た
雅
号
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

絵
画
指
導
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
耕
靄
の
日
記
や
真
田
家
日
記
の
断
片
的
な
記
述

か
ら
窺
う
し
か
な
い
が
、
た
と
え
ば
耕
靄
の
日
記
明
治
四
十
一
年
一
月
二
十
二
日
条

に
は
、﹁
○
真
田
家
手
本　

五
位
君
、
若
松　

後
室
、
鶴　

奥
方　

双
鶴　

令
妹　

寒
菊　

水
仙
﹂
と
あ
り
、
ま
た
真
田
家
日
記
明
治
三
十
八
年
二
月
十
日
条
に
は
、

﹁
但
追
々
大
磯
表
へ
御
出
被
遊
候
付
御
手
本
餘
計
ニ
相
認
差
上
候
﹂
と
、
大
磯
に
あ

る
真
田
家
の
別
邸
へ
近
々
幸
正
た
ち
が
行
く
予
定
で
あ
る
た
め
、
耕
靄
に
余
分
に
お

手
本
を
描
い
て
も
ら
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
絵
画
指
導
は

基
本
的
に
耕
靄
が
手
本
を
用
意
し
、
そ
れ
を
も
と
に
幸
正
ら
が
描
き
、
耕
靄
が
添
削

を
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
真
田
家
日
記
明
治
三
十
八
年
三

月
二
日
条
に
は
、﹁
御
四
方
様
御
畫
御
清
書
武
村
耕
靄
方
へ
久
保
成
持
參
﹂
と
あ

り
、
大
磯
か
ら
幸
正
ら
の
清
書
が
耕
靄
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
耕
靄
の
日
記
に
は
、﹁
午
前
よ
り
真
田
家
へ
教
授
ニ
行
後
室
と
奥
方
の
ミ

後
室
に
は
山
水
夫
人
に
は
鯉
﹂︵
明
治
四
十
五
年
四
月
二
十
九
日
︶、﹁
十
時
頃
よ
り

真
田
邸
へ
行
教
授
後
室
ハ
絹
本
ニ
雁
奥
方
ハ
う
づ
ら
三
時
に
退
く
﹂︵
大
正
二
年
十

月
九
日
︶、﹁
真
田
家
へ
行
教
授
後
室
菊
習
ひ
奥
方
鶉
を
絹
本
ニ
か
く
﹂︵
大
正
二
年
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十
月
二
十
三
日
︶、﹁
真
田
家
教
授
、
後
室
梅
手
本
夫
人
絹
本
へ
梅
﹂︵
大
正
四
年
二

月
十
八
日
︶、﹁
真
田
家
教
授
後
室
八
重
桜
の
手
︵
マ
マ
︶夫
人
紅
梅
ニ
椿
圖
絹
本
へ
か
ゝ
れ

る
﹂︵
大
正
四
年
三
月
四
日
︶
と
、
数
は
少
な
い
も
の
の
、
真
田
家
の
女
性
た
ち
が

学
ん
だ
画
題
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
山
水
な
ど
も
見
ら
れ
る
が
、
花
鳥
が
中
心

で
あ
っ
た
よ
う
す
が
窺
え
る
。

こ
う
し
た
絵
画
指
導
を
と
お
し
て
、
耕
靄
と
真
田
家
の
人
々
と
は
親
交
を
深
め
て

い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
耕
靄
の
日
記
や
真
田
家
日
記
に
は
、
親
し
い
付
き
合
い
の

よ
う
す
が
し
ば
し
ば
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
九
年
二
月
に
は
、
大
磯
に

あ
る
真
田
家
の
別
邸
へ
招
待
さ
れ
、
耕
靄
は
絵
画
指
導
を
す
る
と
と
も
に
、
真
田
家

の
人
々
と
連
れ
立
っ
て
二
宮
の
梅
林
を
訪
れ
た
り
、
幸
正
と
信
子
を
伴
い
、
花
水
橋

近
傍
へ
写
生
に
出
か
け
た
り
し
て
い
る17
。
同
じ
年
の
十
二
月
十
四
日
に
は
、
歌
舞
伎

座
の
観
劇
に
誘
わ
れ
て
行
き18
、
ま
た
明
治
四
十
年
十
月
に
は
塩
原
旅
行
へ
招
か
れ
、

同
地
で
は
信
子
ら
と
と
も
に
塩
の
湯
や
福
渡
戸
に
遊
ん
で
い
る19
。

と
こ
ろ
で
、
耕
靄
の
日
記
明
治
四
十
年
六
月
十
四
日
条
に
は
、﹁
真
田
家
に
行
島

津
公
爵
令
嬢
教
授
依
頼
せ
ら
る
土
曜
日
先
方
の
希
望
ニ
付
同
日
ハ
差
支
の
義
こ
と
わ

り
帰
る
﹂
と
あ
り
、
真
田
家
よ
り
島
津
公
爵
家
︵
以
下
、
島
津
家
︶
の
令
嬢
の
絵
画

指
導
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
幸
正
の
母
・
輯
子
は
、
子
爵
・
竹
内

治
則
︵
一
八
三
六
︱
一
八
八
八
︶
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
、
公
爵
・
島
津
久
光
︵
一

八
一
七
︱
一
八
八
七
︶
の
養
女
と
な
っ
た
女
性
で
、
さ
ら
に
久
光
の
息
子
・
忠
済

︵
一
八
五
五
︱
一
九
一
五
︶
は
、
輯
子
の
実
妹
で
あ
る
田
鶴
子
︵
一
八
七
〇
︱
一
九

五
三
︶
を
妻
に
迎
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
真
田
家
を
介
し
て
、
島
津

家
の
絵
画
指
導
が
耕
靄
に
依
頼
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
耕
靄
は
土
曜
日

で
は
差
し
支
え
る
と
し
て
、
一
度
は
断
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
後
の
耕
靄
の
日
記
に

は
、﹁
真
田
家
久
保
氏
よ
り
来
状
島
津
家
へ
教
授
の
事
火
曜
日
ニ
是
非
と
申
来
る
﹂

︵
十
七
日
条
︶、﹁
永
田
町
島
津
家
へ
行
本
日
よ
り
令
嬢
ニ
教
授
す
﹂︵
十
八
日
条
︶

と
、
島
津
家
た
っ
て
の
希
望
で
、
曜
日
を
火
曜
日
に
変
更
し
て
依
頼
を
受
け
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。

二
―
三
、
麻
布
新
邸
の
建
具
揮
毫

こ
こ
ま
で
記
し
て
来
た
よ
う
に
、
耕
靄
と
真
田
家
は
揮
毫
依
頼
や
絵
画
指
導
な
ど

を
と
お
し
て
、
家
族
単
位
で
親
交
を
深
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
関
係
も
あ
っ
て
、
耕

靄
に
依
頼
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
麻
布
新
邸
の
建
具
揮
毫
で

あ
る
。
耕
靄
の
﹃
揮
毫
覺
﹄
第
三
に
は
、
こ
の
建
具
揮
毫
に
関
す
る
記
載
が
多
数
確

認
で
き
、
そ
の
内
容
を
表
３
に
ま
と
め
た
。
ま
た
、
耕
靄
の
日
記
と
真
田
家
日
記
か

ら
、
こ
の
建
具
揮
毫
に
関
す
る
記
事
を
、
表
４
に
ま
と
め
て
い
る20
。
以
下
、
こ
れ
ら

を
も
と
に
、
耕
靄
の
麻
布
新
邸
に
お
け
る
建
具
揮
毫
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
な

お
、
真
田
家
日
記
明
治
四
十
四
年
七
月
十
八
日
条
に
、﹁
一
麻
布
御
邸
御
襖
繪
畫
御

嘱
相
成
候
ニ
付
久
保
成
為
申
談
近
藤
樵
仙
方
へ
罷
越
﹂
と
あ
る
よ
う
に
、
麻
布
新
邸

の
建
具
揮
毫
は
、
耕
靄
と
近
藤
樵
仙
︵
一
八
六
五
︱
一
九
五
一
︶
の
ふ
た
り
に
依
頼

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
樵
仙
は
耕
靄
と
同
じ
く
日
本
美
術
協
会
や
日
本
画
会
を
中

心
に
活
躍
し
た
画
家
で
、
真
田
家
と
も
関
わ
り
が
深
く
、
し
ば
し
ば
絵
画
の
揮
毫
を

依
頼
さ
れ
、
ま
た
明
治
三
十
八
年
に
は
大
磯
別
邸
の
袋
戸
を
描
い
て
い
る21
。
本
稿
で

は
こ
れ
ら
ふ
た
り
の
制
作
の
う
ち
、
耕
靄
の
も
の
に
焦
点
を
絞
り
、
見
て
い
く
こ
と

と
す
る
。

幸
正
が
暮
ら
し
て
い
た
真
田
家
の
屋
敷
は
も
と
も
と
、
芝
区
琴
平
町
二
番
地
に

あ
っ
た
が
、
真
田
家
は
明
治
四
十
四
年
に
麻
布
区
材
木
町
五
十
六
番
地
に
屋
敷
を
新

築
し
た
。
屋
敷
の
母
屋
は
表
御
殿
と
奥
御
殿
か
ら
成
り
、
前
者
の
工
事
を
手
塚
兼
吉

が
、
後
者
を
加
納
森
太
郎
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当22
、
明
治
四
十
三
年
六
月
十
九
日
に
﹁
柱

立
式
﹂
が
執
り
行
わ
れ
、
明
治
四
十
四
年
十
二
月
三
日
に
幸
正
ら
一
家
が
入
居
し

た23
。
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﹃
揮
毫
覺
﹄
第
三
に
よ
れ
ば
、
耕
靄
は
最
初
、
明
治
四
十
四
年
三
月
十
三
日
に
麻

布
新
邸
に
関
す
る
揮
毫
依
頼
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
日
耕
靄
は
絵
画
指
導
の
た
め
琴

平
町
の
真
田
邸
を
訪
れ
て
お
り24
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
際
に
、
建
具
揮
毫
の
相
談
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
と
き
依
頼
さ
れ
た
の
は
、
輯
子
と
澄
子
の
居
間
の
小
襖
四

面
と
袋
戸
八
面
。
さ
ら
に
四
月
二
十
四
日
に
は
、
幸
正
の
居
間
の
小
襖
と
袋
戸
の
揮

毫
も
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
揮
毫
に
耕
靄
が
本
格
的
に
着
手
し
た
の
は
、
七

月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
と
見
え
、
真
田
家
日
記
明
治
四
十
四
年
七
月
十
七
日
条

に
、﹁
一
午
後
二
時
よ
り
麻
布
御
殿
御
襖
畵
之
件
ニ
付　

大
奥
方
様
奥
方
様
御
同
伴

武
邨
耕
靄
被
召
連
御
出
被
遊
四
時
四
十
五
分
御
歸
﹂
と
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
十
日
後

の
耕
靄
の
日
記
七
月
二
十
七
日
条
に
は
、﹁
真
田
家
よ
り
小
襖
あ
ま
た
来
る
﹂
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
耕
靄
は
約
ひ
と
月
を
か
け
て
、
依
頼
さ
れ
た
小
襖
や
袋
戸

を
揮
毫
し
、
八
月
二
十
五
日
に
ま
と
め
て
真
田
家
に
納
め
て
い
る
。
ま
た
、
十
月
三

日
に
は
杉
戸
の
修
繕
に
加
え
、
輯
子
、
澄
子
、
幸
正
、
晴
子
の
居
間
の
襖
絵
揮
毫
の

依
頼
を
受
け
て
お
り
、
幸
正
ら
が
入
居
す
る
前
日
の
十
二
月
二
日
ま
で
、
二
ヶ
月
を

か
け
て
順
次
完
成
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
真
田
家
日
記
八
月
十
四
日
条
の
記
述

か
ら
は
、
耕
靄
が
欄
間
の
下
絵
も
描
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

揮
毫
の
よ
う
す
に
つ
い
て
は
、
耕
靄
の
日
記
や
真
田
家
日
記
に
、
簡
潔
な
描
写
で

は
あ
る
も
の
の
記
載
が
見
ら
れ
︵
表
４
︶、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
小
襖
な
ど
の
小
さ
な

も
の
に
つ
い
て
は
、
真
田
家
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
も
の
へ
自
宅
で
揮
毫
を
し
て
い
た

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
一
方
、
襖
や
杉
戸
な
ど
の
大
き
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
耕
靄

が
麻
布
新
邸
へ
と
赴
き
、
現
地
で
揮
毫
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
応

対
の
た
め
、
真
田
家
か
ら
家
令
の
久
保
成
な
ど
が
や
っ
て
来
て
い
た
。
ま
た
、
十
月

一
日
に
二
階
書
院
の
大
襖
を
揮
毫
し
た
折
に
は
、
真
田
家
よ
り
輯
子
、
澄
子
、
幸

保
、
幸
治
、
幸
尚
が
揮
毫
の
見
学
に
来
て
い
る
。
こ
の
大
襖
に
つ
い
て
、﹃
揮
毫

覺
﹄
第
三
に
は
﹁
伯
爵
書
斎
﹂
と
あ
り
、
幸
正
の
書
斎
に
は
め
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
が
、
こ
の
と
き
幸
正
は
体
調
を
崩
し
て
入
院
中
で
あ
っ
た
た
め25
、
揮
毫

の
よ
う
す
を
見
学
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
耕
靄
の
日
記
に
は
、
十
月
二
十
六
日
と
十
一
月
十
二
日
に
弟
子
の
伊
笠
秀

靄
を
連
れ
て
麻
布
新
邸
を
訪
れ
、
揮
毫
な
ど
を
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る26
。
秀
靄

︵
本
名
・
順
子
︶
は
﹃
世
界
年
鑑
﹄︵
大
日
本
図
書
、
明
治
三
十
一
年
刊
︶
な
ど
を
編

纂
し
た
伊
笠
碩
哉
の
娘
で
、
明
治
三
十
年
一
月
六
日
に
耕
靄
宅
で
催
さ
れ
た
試
筆
開

き
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
、
同
日
の
耕
靄
の
日
記
に
記
さ
れ
て
お
り27
、
こ
の
頃
す

で
に
耕
靄
の
下
で
絵
を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
明
治
三
十
六
年
に
は
第
一

回
真
美
会
展
へ
︽
五
月
︾︵
図
６
︶
と
題
し
た
作
品
を
出
品
し
て
い
る
が
、
同
作
は

耕
靄
が
明
治
三
十
二
年
の
第
二
回
日
本
画
会
展
へ
出
品
し
た
︽
花
菖
蒲
図
︾28

と
非
常

に
よ
く
似
た
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
モ
ノ
ク
ロ
図
版
で
の
比
較
で
は
あ
る
も
の
の
、

秀
靄
が
師
風
を
よ
く
受
け
継
い
だ
作
画
を
行
っ
て
い
た
よ
う
す
が
窺
え
る
。
こ
う
し

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
耕
靄
は
麻
布
新
邸
の
揮
毫
に
秀
靄
を
連
れ
て
行
っ
た
の
だ
ろ

う
。さ

て
、
現
在
真
田
宝
物
館
に
は
、
こ
の
麻
布
新
邸
の
た
め
に
描
か
れ
た
も
の
と
思

し
き
︽
松
島
図
︾︵
図
７
︶
と
︽
厳
島
図
︾︵
図
８
︶
の
二
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

︽
松
島
図
︾
は
四
面
か
ら
な
る
絹
本
墨
画
金
泥
の
袋
戸
で
、
画
面
の
寸
法
は
各
縦

二
三
・
三
×
横
四
一
・
二
㎝
。
各
面
裏
側
に
は
、
品
目
の
欄
に
﹁
武
村
耕
靄
筆　

天

袋
戸　

四
中
右
﹂
な
ど
と
墨
書
さ
れ
た
紙
片
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

画
面
に
は
広
々
と
し
た
海
原
に
点
々
と
島
々
が
浮
か
ぶ
松
島
の
景
が
表
さ
れ
、
左

方
に
は
瑞
巌
寺
の
五
大
堂
が
、
右
方
遠
方
に
は
雄
島
が
描
か
れ
る
。
款
記
は
な
く
、

画
面
左
下
に
﹁
耕
靄
﹂
の
白
文
方
印
と
﹁
武
邨
氏
﹂
の
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
る
︵
図

９
︶。耕

靄
は
明
治
十
五
年
の
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
へ
、
本
作
と
ほ
ぼ
同
構
図
の

︽
松
島
真
景
︾︵
京
都
・
實
相
寺
蔵
︶
を
出
品
し
て
い
る
が29
、
本
作
で
は
横
長
の
画
面
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を
活
か
し
て
各
モ
チ
ー
フ
を
ゆ
っ
た
り
と
配
置
す
る
こ
と
で
、
よ
り
広
々
と
し
た
松

島
の
景
を
描
き
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
作
に
は
︽
松
島
真
景
︾
以
降
の
研
究
成
果

も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
画
面
右
方
の
雄
島
の
姿
は
、
耕
靄
が
明
治
三
十
九
年
十
月

に
宮
城
県
を
訪
れ
た
際
の
﹃
写
生
帖
﹄
二
十
一
に
写
さ
れ
た
図
に
近
く
︵
図
10
︶、

こ
の
と
き
の
写
生
を
も
と
に
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
の
︽
厳
島
図
︾
は
、
二
面
か
ら
な
る
絹
本
墨
画
金
泥
の
袋
戸
で
、
画
面
の
寸

法
は
各
縦
五
〇
・
六
×
横
四
〇
・
二
㎝
。
裏
面
に
貼
付
さ
れ
た
紙
片
に
は
、
品
目
の

欄
に
﹁
武
村
耕
靄
筆　

地
袋
戸　

二
中
右
﹂
な
ど
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

画
面
中
央
や
や
右
よ
り
に
は
、
木
々
に
抱
か
れ
る
よ
う
に
し
て
建
つ
ひ
と
棟
の
お

堂
が
表
さ
れ
、
そ
の
右
後
方
に
は
厳
島
神
社
の
五
重
塔
と
思
し
き
塔
が
配
さ
れ
る
。

画
面
左
方
に
は
海
が
広
が
り
、
厳
島
神
社
の
大
鳥
居
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
き
く
表

さ
れ
た
お
堂
は
海
面
よ
り
も
や
や
高
い
丘
の
上
に
あ
り
、
背
後
に
見
え
る
塔
と
の
位

置
関
係
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
豊
国
神
社
で
あ
ろ
う
。
落
款
は
画
面
右
下
に
﹁
耕
靄
﹂

と
記
さ
れ
、﹁
武
村
千
佐
﹂
の
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
る
︵
図
11
︶。

耕
靄
は
本
作
に
お
い
て
も
実
際
の
写
生
を
も
と
に
し
た
作
画
を
行
っ
て
お
り
、
耕

靄
が
明
治
三
十
六
年
四
月
に
近
畿
・
四
国
地
方
を
旅
行
し
た
際
の
﹃
写
生
帖
﹄
八
に

は
、
厳
島
神
社
本
殿
の
写
生
と
思
し
き
図
と
と
も
に
、
本
作
と
ほ
ぼ
同
構
図
で
描
か

れ
、
彩
色
の
施
さ
れ
た
図
が
残
さ
れ
て
い
る
︵
図
12
︶。

こ
れ
ら
︽
松
島
図
︾
と
︽
厳
島
図
︾
に
は
い
ず
れ
も
、
七
宝
で
唐
草
模
様
の
施
さ

れ
た
六
弁
花
形
の
金
具
に
革
紐
を
つ
け
た
引
手
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
統
一
さ

れ
た
つ
く
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
一
室
内
の
建
具
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
実
際
に
、
こ
れ
ら
六
面
す
べ
て
の
上
桟
部
分
に
は
、﹁
弐
階
﹂

と
の
墨
書
が
見
ら
れ
、
材
質
や
員
数
な
ど
も
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、﹃
揮
毫
覺
﹄
第

三
に
記
さ
れ
た
麻
布
新
邸
の
建
具
の
う
ち
、﹁
七
月
﹂
に
依
頼
さ
れ
た
こ
と
だ
け
記

載
の
あ
る
﹁
御
二
階
御
座
敷
﹂
の
小
襖
と
袋
戸
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る30
。
さ
ら
に
こ
の
﹁
御
二
階
御
座
敷
﹂
は
、
先
に
見
た
幸
正
の
書
斎
、
す
な
わ

ち
耕
靄
が
大
襖
を
描
い
た
﹁
二
階
書
院
﹂
と
同
一
の
部
屋
で
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ

る
。﹃

揮
毫
覺
﹄
第
三
に
よ
れ
ば
、
幸
正
の
書
斎
の
た
め
に
描
か
れ
た
大
襖
は
、﹁
丹
後

天
橋
﹂
す
な
わ
ち
天
橋
立
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
昭
和
六
年
︵
一
九
三
一
︶
十
二

月
刊
行
の
﹃
耕
靄
集
﹄︵
武
村
忠
編
︶
に
掲
載
さ
れ
た
、
紙
本
墨
画
の
四
面
か
ら
な

る
襖
︽
天
ノ
橋
立
之
図
︾
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
書
に
は
さ

ら
に
、
お
な
じ
頁
に
︽
松
島
図
︾
の
図
版
が
並
べ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、︽
松
島
図
︾
と
︽
厳
島
図
︾、
お
よ
び
︽
天
ノ
橋
立
之
図
︾
は
、

麻
布
新
邸
の
二
階
の
﹁
御
座
敷
﹂
な
い
し
﹁
書
院
﹂
の
た
め
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ

り
、
絹
本
と
紙
本
と
い
う
材
質
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
墨
画
の
山
水
図

で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
﹃
耕
靄
集
﹄
へ
の
掲
載
の
さ
れ
方
も
加
味
す
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
建
具
は
す
べ
て
同
じ
部
屋
、
す
な
わ
ち
幸
正
の
書
斎
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の

と
見
な
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
の
室
内
は
し
た
が
っ
て
、
水
墨
調
の
名
所
絵
で
構

成
さ
れ
た
空
間
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
耕
靄
に
よ
る
揮
毫
と
杉
戸
絵
の
修
繕
は
、
先
述
の
と
お
り
十
二
月
二
日
を

も
っ
て
完
了
し
、
十
二
月
十
六
日
に
は
新
築
披
露
が
催
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
同

日
の
真
田
家
日
記
に
は
、
耕
靄
が
招
か
れ
た
と
い
う
記
述
に
加
え
、﹁
本
日
之
御
来

客
員
﹂
と
し
て
、
島
津
忠
済
や
大
村
純
雄
、
松
平
頼
寿
、
藤
堂
高
紹
ら
三
十
名
ほ
ど

の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
耕
靄
の
日
記
や
﹃
揮
毫
覺
﹄、
真
田
家
日
記
な
ど
の
史
料
を
も
と
に
、

耕
靄
と
真
田
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
見
て
来
た
。
女
性
画
家
と
華
族
と
の
関
わ
り
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方
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
、
さ
ら
な
る
研
究
の
蓄
積

が
必
要
な
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
様
相
を
垣
間
見
る
こ
と
の
出
来
る

一
例
と
し
て
、
耕
靄
と
真
田
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
示
す
こ
と
が
出
来
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

耕
靄
が
真
田
家
か
ら
多
く
の
揮
毫
依
頼
を
受
け
、
絵
画
指
導
を
行
い
、
ま
た
麻
布

新
邸
に
お
け
る
建
具
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
た
背
景
に
は
、
真
田
家
、
と
り
わ
け
幸
正
に

よ
る
、
画
家
と
し
て
の
耕
靄
に
対
す
る
評
価
と
信
頼
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
島
津
家
の
令
嬢
に
対
す
る
絵
画
指
導
の
依
頼
に
関
し
て
、
耕
靄
と
の
仲
介
役
を

真
田
家
が
果
た
し
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
証
左
と
な
ろ
う
。
ま
た
真
田
家
日
記
に

は
、
真
田
家
が
当
時
耕
靄
の
ほ
か
に
も
多
く
の
画
家
に
絵
画
揮
毫
を
依
頼
し
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
麻
布
新
邸
の
建
具
揮
毫
を
任
さ

れ
た
耕
靄
と
近
藤
樵
仙
の
ふ
た
り
は
や
は
り
、
真
田
家
に
と
っ
て
特
別
な
存
在
で

あ
っ
た
の
だ
と
想
像
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
耕
靄
が
担
当
し
た
の
は
、
幸
正
や
澄
子
、

輯
子
、
晴
子
ら
の
部
屋
の
建
具
で
あ
り
、
華
族
の
屋
敷
に
お
い
て
﹁
奥
﹂
と
よ
ば
れ

る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
の
も
の
で
あ
っ
た
。
樵
仙
と
の
分
担
が
ど
の
よ
う
に
決
め

ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
が
、
幸
正
の
書
斎
を
含
む
﹁
奥
﹂
の
建
具
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
そ
の
作
風
が
好
ま
れ
る
と
と
も
に
、
耕
靄
が
真
田
家
か
ら
高
い
評
価
と
信
頼
を

寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

一
方
で
、
耕
靄
は
真
田
家
の
女
性
た
ち
に
誘
わ
れ
、
観
劇
や
旅
行
な
ど
を
と
も
に

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
耕
靄
が
絵
の
師
匠
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
真

田
家
の
女
性
た
ち
に
対
す
る
お
相
手
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。

明
治
に
な
り
新
し
く
誕
生
し
た
華
族
は
、
皇
室
の
藩
屏
と
し
て
特
権
的
地
位
を
得

る
と
と
も
に
、
国
民
の
模
範
た
る
べ
き
と
さ
れ31
、
明
治
二
十
七
年
六
月
に
追
加
さ
れ

た
﹁
華
族
令
﹂
の
条
文
に
は
、
華
族
の
品
位
を
貶
め
た
り
、
体
面
を
汚
辱
し
た
り
す

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、
爵
位
の
返
上
や
礼
遇
停
止
な
ど
の
処
分
を
受
け
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
た32
。
ま
た
、
華
族
の
家
庭
で
は
一
般
的
に
、
屋
敷
の
内
部
が

﹁
表
﹂
と
﹁
奥
﹂
と
に
わ
け
ら
れ
、
男
女
の
生
活
空
間
が
明
確
に
区
分
さ
れ
て
お

り
、
女
性
は
男
性
と
の
接
触
が
大
き
く
制
限
さ
れ
て
い
た
。

華
族
家
の
女
性
た
ち
が
置
か
れ
た
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
観
劇
や
旅
行

な
ど
、
耕
靄
と
真
田
家
の
女
性
た
ち
と
の
間
に
、
絵
画
指
導
を
離
れ
た
場
で
の
交
流

が
成
立
し
得
た
の
は
、
耕
靄
が
女
性
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ

こ
か
ら
は
、
画
家
と
華
族
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
女
性
画
家
に
の
み
求
め
ら
れ
る

役
割
の
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
華
族
と
い
う
明
治
に
誕

生
し
た
新
た
な
特
権
階
級
の
存
在
が
、
女
性
画
家
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
需
要
を
生
み

出
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
も
い
よ
う
。
本
稿
で
は
耕
靄
と
真
田
家
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
の
ご
く
簡
単
な
検
討
の
み
で
、
充
分
な
考
察
が
行
え
た
と
は
い
え
な
い

も
の
の
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
事
例
を
集
め
、
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
で
、
女
性
画
家

と
華
族
と
の
関
わ
り
、
ひ
い
て
は
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

註１　

武
村
耕
靄
に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
に
は
、
左
の
も
の
が
あ
る
。

　

① 　

山
田
直
子
﹁
私
立
女
子
美
術
学
校
に
お
け
る
日
本
画
教
育　

河
鍋
暁
翠
・
武
村
耕

靄
・
栗
原
玉
葉
・
柿
内
青
葉
を
中
心
に
﹂︵﹃
日
本
画
を
ま
な
ぶ　

女
子
美
術
学
校
に

お
け
る
日
本
画
教
育
﹄
展
図
録
、
女
子
美
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
平
成
二
十
二
年

五
月
︶

　

② 　

金
子
一
夫
﹁
図
画
教
育
者
列
伝
︵
四
︶
武
村
耕
靄
︵
そ
の
一
︶﹂︵﹃
一
寸
﹄
第
四
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十
八
号
、
書
痴
同
人
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
︶

　

③ 　

金
子
一
夫
﹁
図
画
教
育
者
列
伝
︵
五
︶
武
村
耕
靄
︵
そ
の
二
︶﹂︵﹃
一
寸
﹄
第
四

十
九
号
、
書
痴
同
人
、
平
成
二
十
四
年
二
月
︶

　

④ 　

田
所
泰
﹁
武
村
耕
靄
と
明
治
期
の
女
性
日
本
画
家
に
関
す
る
研
究
﹂︵﹃
美
術
研

究
﹄
第
四
二
七
号
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
平
成
三
十
一
年
三
月
︶

　

⑤ 　

田
所
泰
﹁
近
代
日
本
に
お
け
る
女
性
画
家
の
活
動
・
交
流
お
よ
び
そ
の
展
開
に
関

す
る
研
究
︱
︱
武
村
耕
靄
の
旅
行
と
制
作
の
関
係
を
中
心
に
︱
︱
﹂︵﹃
鹿
島
美
術
研

究
﹄
年
報
第
三
十
六
号
別
冊
、
鹿
島
美
術
財
団
、
令
和
元
年
十
一
月
︶

２　

前
掲
註
１
、
④
、
五
十
頁
参
照
。

３ 　

明
治
期
に
お
け
る
女
性
画
家
の
需
要
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
１
、
④
、
四
十
九
︱
五

十
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

４ 　
﹃
華
族
畫
報
﹄︵
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
十
三
年
十
月
︶
に
は
幸
正
に
つ
い
て
、﹁
伯

爵
書
を
小
山
雲
潭
に
、
畫
を
竹
村
耕
靄
に
就
て
學
ぶ
﹂︵
二
〇
〇
頁
︶
と
あ
り
、
ま
た

幸
正
の
妻
・
澄
子
に
つ
い
て
も
、﹁
南
畫
の
師
竹
村
耕
靄
を
聘
し
て
、
母
堂
と
共
に
之

を
學
び
、
技
頗
る
進
め
り
と
い
ふ
﹂︵
同
上
︶
と
記
さ
れ
て
い
る
。

５　

前
掲
註
１
、
④
、
五
十
一
頁
参
照
。

６　

真
田
伯
爵
家
に
つ
い
て
は
、
主
に
左
を
参
照
し
た
。

　

①　
﹁
故
眞
田
幸
民
伯
略
歷
﹂︵﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄、
明
治
三
十
六
年
九
月
十
日
︶

　

②　
﹃
松
代
町
史
﹄
下
巻
︵
長
野
県
埴
科
郡
松
代
町
役
場
、
昭
和
四
年
五
月
︶

　

③　
﹃
平
成
新
修
旧
華
族
家
系
大
成
﹄
上
巻
︵
霞
会
館
、
平
成
八
年
九
月
︶

　

④　

千
田
稔
﹃
華
族
総
覧
﹄︵
講
談
社
、
平
成
二
十
一
年
七
月
︶

　

⑤　
﹃
華
族
畫
報
﹄︵
前
掲
註
４
︶

７　
﹁
叙
位
叙
勲
﹂︵﹃
読
売
新
聞
﹄、
明
治
三
十
六
年
九
月
八
日
︶
二
面
参
照
。

８　
﹁
叙
位
﹂︵﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄、
明
治
四
十
一
年
七
月
十
一
日
︶
三
面
参
照
。

９　

前
掲
註
１
、
④
、
十
八
︱
十
九
頁
参
照
。

10 　

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
・
寄
託
の
真
田
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
左
の
も
の
を
参
照

し
た
。

　

① 　
﹁
信
濃
国
松
代
真
田
家
文
書
目
録
︵
そ
の
11
︶
解
題
﹂︵﹃
史
料
目
録
﹄
第
九
十
集　

信
濃
国
松
代
真
田
家
文
書
目
録
︵
そ
の
11
︶、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
平
成
二
十
二

年
三
月
︶

　

② 　
﹁
Ⅱ　

真
田
家
寄
託　

信
濃
国
松
代
真
田
家
文
書
目
録
解
題
﹂︵﹃
史
料
目
録
﹄
第

九
十
一
集　

信
濃
国
松
代
真
田
家
文
書
目
録
︵
そ
の
12
・
完
︶、
国
文
学
研
究
資
料

館
、
平
成
二
十
三
年
三
月
︶

11　

前
掲
註
10
、
②
、
三
十
七
頁
参
照
。

12 　

表
２
﹁
整
理
番
号
﹂
の
項
に
は
、﹃
史
料
目
録
﹄
第
九
十
一
集　

信
濃
国
松
代
真
田

家
文
書
目
録
︵
そ
の
12
・
完
︶︵
前
掲
註
10
、
②
︶
記
載
の
整
理
番
号
を
記
し
た
。

13 　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
真
田
宝
物
館
所
蔵
の
耕
靄
作
品
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
影

山
純
夫
﹁
真
田
宝
物
館
の
絵
画
︱
近
代
絵
画
を
中
心
に
︱
﹂︵﹃
松
代
︱
真
田
の
歴
史
と

文
化
︱
﹄
第
八
号
、
長
野
市
教
育
委
員
会
、
平
成
七
年
三
月
︶
が
あ
る
。

14 　

真
田
家
日
記
明
治
三
十
六
年
三
月
二
十
八
日
条
に
﹁
一
金
三
拾
圓　

武
邨
耕
靄　

右

は
冨
岳
幅
三
尺

長
五
尺

幷
ニ
山
水
幅
二
尺
五
寸
長
御
所
望
ニ
相
成
為
御
謝
禮
被
下
之
久
保
成
持
參
相
渡
﹂

と
あ
る
。

15　

前
掲
註
１
、
⑤
、
二
三
五
頁
参
照
。

16　

耕
靄
の
写
生
帖
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
１
、
⑤
、
二
二
五
頁
参
照
。

17 　

明
治
三
十
九
年
二
月
の
耕
靄
の
日
記
に
は
、﹁
四
時
ニ
大
磯
ニ
着
真
田
伯
を
初
め
奥

方
後
室
令
嬢
等
停
車
場
ニ
出
む
か
ひ
せ
ら
る
夜
西
洋
料
理
三
好
亭
へ
案
内
さ
る
帰
途
招

仙
閣
ニ
案
内
せ
ら
れ
こ
ゝ
に
宿
す
﹂︵
三
日
︶、﹁
九
時
半
頃
真
田
伯
爵
及
令
妹
信
子
君

招
仙
閣
に
む
か
ひ
と
し
て
来
館
夫
よ
り
真
田
家
に
行
教
授
す
空
晴
れ
富
岳
見
え
れ
ば
写

生
す
夕
方
招
仙
閣
ニ
帰
る
﹂︵
四
日
︶、﹁
一
時
頃
ま
で
教
授
午
後
二
時
四
十
分
大
磯
発

に
て
真
田
家
皆
様
と
二
宮
へ
行
大
磯
驛
長
津
田
氏
案
内
同
所
梅
林
へ
行
此
梅
ハ
伊
達
氏

と
い
ふ
代
議
士
の
持
も
の
ゝ
よ
し
︵
中
略
︶
五
時
三
十
分
発
に
て
大
磯
に
帰
る
月
い
と

清
し
伯
爵
及
令
妹
は
歩
行
に
て
六
時
頃
帰
邸
の
よ
し
﹂︵
五
日
︶、﹁
午
前
花
水
橋
近
傍
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写
生
ニ
行
伯
爵
及
令
妹
同
行
十
二
時
帰
邸
午
後
四
時
十
分
發
に
て
帰
京
の
途
に
つ
く
﹂

︵
六
日
︶
と
あ
る
。

18 　

真
田
家
日
記
明
治
三
十
九
年
十
二
月
十
四
日
条
に
﹁
眞
晴
院
様
大
奥
方
様
奥
方
様
信

子
様
御
同
伴
歌
舞
伎
座
へ
被
為
入
午
後
十
一
時
十
五
分
御
歸
︵
中
略
︶
武
村
耕
靄　

今

日
歌
舞
伎
座
觀
劇
ニ
御
誘
引
被
成
下
罷
出
﹂
と
あ
る
。

19 　

明
治
四
十
年
十
月
の
真
田
家
日
記
に
は
、﹁
午
前
六
時
三
十
五
分　

信
子
様
御
同
伴

御
出
門
上
野
七
時
三
十
分
發
之
滊
車
ニ
て
野
州
鹽
原
村
御
觀
楓
旁
被
為
入
︵
中
略
︶
一

本
日
塩
原
村
へ
武
村
耕
靄
被
召
連
候
思
食
之
處
當
人
無
餘
岐
事
故
有
之
明
日
出
發
仕
度

旨
﹂︵
二
十
二
日
︶、﹁
一
午
後
三
時
二
十
五
分
武
村
耕
靄
着
致
し
御
逢
被
成
下
﹂︵
二
十

三
日
︶、﹁
午
前
九
時
よ
り　

信
子
様
御
同
伴
武
村
耕
靄
被
召
連
鹽
之
湯
及
福
渡
戸
へ
御

出
被
遊
午
後
四
時
十
分
御
歸
﹂︵
二
十
五
日
︶、﹁
一
午
前
八
時
十
五
分
塩
原
村
御
旅
館

細
井
久
平
方
御
發
程
御
途
中
御
見
物
之
上
十
一
時
過
西
那
須
野
川
島
屋
へ
御
着
午
餐
被

召
上
午
後
一
時
三
十
分
發
滊
車
ニ
御
乗
被
遊
候
處
滊
車
ニ
故
障
有
之
八
時
十
分
御
案
着

被
遊
候
﹂︵
二
十
六
日
︶
と
あ
る
。

20 　

表
４
に
は
、
耕
靄
の
日
記
お
よ
び
真
田
家
日
記
か
ら
、
麻
布
新
邸
の
建
具
揮
毫
に
関

す
る
記
事
の
み
を
抜
粋
し
記
載
し
た
。
割
注
や
行
間
の
補
記
・
追
記
等
は
、﹇　

﹈
で

示
し
た
。

21 　

た
と
え
ば
真
田
家
日
記
明
治
三
十
八
年
十
二
月
三
十
日
条
に
は
、﹁
一
金
五
拾
圓　

近
藤
樵
仙　

右
は
二
尺
五
寸
之
絹
本
へ
雌
雄
之
孔
雀
揮
毫
泰
寛
院
様
御
肖
像
も
骨
折
相

認
大
磯
御
別
邸
之
御
床
脇
地
袋
之
御
襖
も
花
鳥
揮
毫
致
候
ニ
付
取
纏
被
下
之
久
保
成
持

参
﹂
と
あ
る
。

22 　

真
田
家
日
記
明
治
四
十
三
年
四
月
七
日
条
に
﹁
一
麻
布
御
邸
御
本
館
匠
工
方
入
札
ニ

付
小
山
田
藤
四
郎
同
所
へ
罷
越
︵
中
略
︶
御
奥
御
殿
ハ
加
納
森
太
郎
御
表
御
殿
之
方
手

塚
兼
吉
受
負
候
事
ニ
相
成
孰
れ
も
及
御
受
候
﹂
と
あ
る
。

23 　

真
田
家
日
記
明
治
四
十
三
年
六
月
十
九
日
条
に
、﹁
一
麻
布
御
邸
御
建
築
本
日
吉
辰

ニ
付
御
柱
立
式
致
挙
行
度
旨
昨
日
松
山
諫
よ
り
申
出
有
之
依
て
小
山
田
藤
四
郎
中
俣
文

三
郎
罷
越
﹂
と
あ
る
。
ま
た
、
同
日
記
明
治
四
十
四
年
十
二
月
三
日
条
に
、﹁
一
本
日

吉
辰
ニ
付
午
後
二
時
二
十
分
大
森
よ
り
御
総
容
様
御
機
嫌
能
御
新
邸
へ
御
移
徒
被
遊

候
﹂
と
あ
る
。

24 　

真
田
家
日
記
明
治
四
十
四
年
三
月
十
三
日
条
に
﹁
武
邨
耕
靄　

為
御
稽
古
罷
出
午
飯

被
下
﹂
と
あ
る
。

25 　

明
治
四
十
四
年
の
真
田
家
日
記
に
は
、﹁
午
前
十
時
過
よ
り
御
出
門
本
郷
大
學
病
院

へ
十
二
時
二
十
分
御
着
近
藤
外
科
室
第
十
一
号
へ
御
入
院
被
遊
候
﹂︵
九
月
二
十
一

日
︶、﹁
一
本
日
於
病
院
近
藤
博
士
次
繁
拝
診
最
早
殆
御
全
癒
候
ニ
付
御
退
院
被
遊
可
然
旨

依
て
夫
々
御
準
備
之
上
午
後
一
時
三
十
分
病
院
御
出
發
新
橋
よ
り
滊
車
ニ
て
大
森
海
岸

之
僑
屋
へ
二
時
四
十
分
御
安
着
被
遊
候
﹂︵
十
一
月
十
五
日
︶
と
あ
る
。

26　

伊
笠
秀
靄
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
１
、
④
、
五
十
一
頁
参
照
。

27 　

同
日
の
耕
靄
の
日
記
に
は
、﹁
本
日
ハ
例
年
の
通
り
試
筆
開
き
を
な
す　

午
後
一
時

よ
り　

磯
林
か
め
尾　

山
内
ミ
ね
子　

成
瀬
か
を
る　

小
川
ふ
し
子　

辻
の
ふ
子　

小

林
う
み
を　

伊
沢
わ
か
子　

同
す
て
子　

駒
井
ゆ
き
子　

同
さ
た
子　

北
山
寿
々
子　

渡
辺
わ
か
子　

同
す
美
子　

伊
笠
順
子　

右
十︵
マ
マ
︶五
名
来
る　

午
後
四
時
半
過
き
終
る
﹂

と
あ
る
。

28　

前
掲
註
１
、
④
、
三
十
七
︱
三
十
九
頁
参
照
。

29　

前
掲
註
１
、
④
、
二
十
八
頁
参
照
。

30 　

影
山
純
夫
氏
は
こ
れ
ら
の
袋
戸
六
面
に
つ
い
て
、﹁
松
代
の
真
田
邸
の
た
め
に
描
か

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
﹂︵
前
掲
註
13
、
三
頁
︶
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
記
載
の
と
お

り
、
麻
布
の
真
田
邸
の
た
め
に
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

31 　

大
久
保
利
謙
﹃
華
族
制
の
創
出
﹄︵
吉
川
弘
文
館
、
平
成
五
年
六
月
︶
一
七
四
︱
一

八
一
頁
参
照
。
ま
た
、
華
族
や
華
族
家
の
女
性
に
つ
い
て
は
、
金
沢
誠
・
川
北
洋
太

郎
・
湯
浅
泰
雄
編
﹃
華
族
︱
明
治
百
年
の
側
面
史
﹄︵
講
談
社
、
昭
和
四
十
三
年
四

月
︶、
小
田
部
雄
次
﹃
華
族
家
の
女
性
た
ち
﹄︵
小
学
館
、
平
成
十
九
年
四
月
︶、
華
族

史
料
研
究
会
編
﹃
華
族
令
嬢
た
ち
の
大
正
・
昭
和
﹄︵
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
十
三
年
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五
月
︶、
伊
藤
真
希
﹃
華
族
の
家
庭
教
育
に
見
る
日
本
の
近

代
﹄︵
芙
蓉
書
房
出
版
、
令
和
三
年
十
月
︶
を
参
照
し
た
。

32 　
﹁
達　

宮
内
省
達
甲
第
二
號
﹂︵﹃
官
報
﹄
第
三
三
〇
〇

号
、
内
閣
官
報
局
、
明
治
二
十
七
年
六
月
三
十
日
︶
三
三

三
頁
参
照
。

図
版
典
拠

図
１
~
２
、
４
~
５
、
７
~
12
:
執
筆
者
撮
影

図
３
: ﹃
第
五
回
內
國
勸
業
博
覽
會
美
術
館
出
品
圖
錄
﹄︵
第

五
回
內
國
勸
業
博
覽
會
事
務
局
、
明
治
三
十
六
年
︶

図
６
:﹃
真
美
鑑
﹄
第
二
︵
畵
報
社
、
明
治
三
十
六
年
九
月
︶

謝
辞

　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
真
田
宝
物
館
の
米
澤
愛
氏

に
は
多
大
な
る
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

表１　共立女子大学図書館所蔵の武村耕靄の『繪畵揮毫覺』一覧

No. 表紙記載事項 記載年代 寸法

１ 第一　繪畵揮毫覺　玉蘭軒 明治31年１月～明治41年１月 23.3×15.7㎝

２ 第二　明治四拾壱年一月ヨリ　繪畵揮毫覺　玉蘭軒 明治41年１月～明治42年12月 23.8×16.6㎝

３ 第三　繪畵揮毫覺 明治42年12月～大正元年11月 23.2×16.0㎝

４ 第四 大正２年１月～大正４年４月 23.4×16.0㎝

表２　国文学研究資料館寄託の真田家日記より関係資料一覧

No. 表紙記載 掲載年代 整理番号

１ 明治三十六年　日記　癸卯一月 明治36年１月１日～６月30日 寄298

２ 明治三十六年　日記　癸卯七月 明治36年７月１日～12月31日 寄299

３ 明治三十七年　日記　甲辰一月 明治37年１月１日～６月30日 寄300

４ 明治三十七年　日記　甲辰七月 明治37年７月１日～12月31日 寄301

５ 明治三十八年　日記　乾　乙巳一月 明治38年１月１日～６月30日 寄302

６ 明治三十八年　日記　坤　乙巳七月 明治38年７月１日～12月31日 寄303

７ 明治三十九年　日記　丙午七月 明治39年７月１日～12月31日 寄304

８ 明治四十年　日記　丁未七月 明治40年７月１日～12月31日 寄305

９ 明治四十一年　日記　一月 明治41年１月１日～６月30日 寄306

10 明治四十一年　日記　戊申七月 明治41年７月１日～12月31日 寄307

11 明治四十二年　日記　己酉一月 明治42年１月１日～６月30日 寄308

12 明治四十三年　日記　庚戌一月 明治43年１月１日～６月30日 寄309

13 明治四十四年　日記　辛亥一月 明治44年１月１日～６月30日 寄310

14 明治四十四年　日記　辛亥七月 明治44年７月１日～12月31日 寄311

15 大正二年　日記　乾　癸丑一月 大正２年１月１日～６月30日 寄312

16 大正三年　日記　坤　甲寅七月 大正３年７月１日～12月31日 寄313
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表３　武村耕靄の『繪畵揮毫覺』第三より麻布新邸の建具揮毫に関する記載一覧

年 依頼日 受渡日 画題 材質 形状 員数 備考 依頼主

明
治
四
十
四
年

三月十三日 八月廿五日 春草之圖 小襖 二枚
右ハ伯爵御後室御居間
ノモノ

芝區琴平町二番地　伯
爵真田家

三月十三日 八月廿五日 秋草之圖 小襖 二枚 右ハ伯爵夫人御居間
芝區琴平町二番地　伯
爵真田家

仝 仝 片男波之景 袋戸 四枚
右ハ伯爵御後室御居間
ノモノ

仝家

仝 仝 月ニ雁之圖 仝 仝 右ハ伯爵夫人御居間 仝家

四月廿四日 八月廿五日 近江八景 絹地 小襖 二枚 右ハ伯爵御居間ノモノ
芝琴平町二番地　真田
伯爵家

四月廿四日 八月廿五日 近江八景 絹本 袋戸 四枚 右ハ伯爵御居間ノモノ
芝琴平町二番地　真田
伯爵家

七月十七日 絹本 小品 四枚 右ハ御湯殿窓掛
芝區琴平町二番地　真
田伯爵家

七月 絹地 小襖 二枚 右ハ御二階御座敷
芝區琴平町二番地　伯
爵真田家

仝 絹本 袋戸 四枚 右ハ御二階御座敷
芝區琴平町二番地　真
田伯爵家

九月一日 十月一日 丹後天橋 大襖 四枚 右ハ伯爵書斎
麻布材木町　真田伯爵
家

十月三日 〃十六日 鶴之圖 杦戸 彩色繕 仝家

〃 〃廿三日 猿之圖 杦戸 〃 仝家

〃 〃八日 牡丹圖 杦戸 〃 仝家

〃 十一月十三日 芦雁 杦戸 〃 仝家

〃 十一月廿七日 海棠ニインコウ 杦戸 〃 仝家

〃 十一月廿六日 雪中栁 杦戸 〃 仝家

〃 十二月二日 鶴上仙人 杦戸 〃 仝家

〃 十一月三十日 鶴ニ竹 杦戸 二枚 〃 仝家

〃 十一月十四日 白菊之圖 襖 四枚
後室輯子殿　居間上ノ
間

仝家

〃 十一月十六日 若松之圖 襖 十二枚 〃　次ノ間 仝家

〃 十一月十七日 紅梅之圖 襖 四枚 奥方澄子殿　居間上 仝家

〃 十一月十八日 竹之圖 襖 十二枚 〃　次ノ間 仝家

〃 十一月廿六日 楊栁圖 襖 四枚 伯爵　居間　上 仝家

〃 十一月廿八日 蘭之圖 襖 十二枚 同　次ノ間 仝家

〃 十一月三十日 南天圖 襖 四枚 大後室　居間 仝家

〃 十二月一日 河骨圖 襖 八枚 同　次ノ間 仝家
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表４　武村耕靄の日記および真田家日記における麻布新邸の建具揮毫に関する記載一覧

年 月日 耕靄の日記 真田家日記

明治44年
７月17日

一午後二時より麻布御殿御襖畵之件ニ付　大奥方様奥方様御
同伴武邨耕靄被召連御出被遊四時四十五分御歸

７月27日 真田家より小襖あまた来る

８月１日 真田家下圖をかく三景を写

８月３日 真田家小襖をかく

８月４日 真田家下圖を画く

８月14日
一麻布御邸　大奥方様御欄間透シ彫下繪工人致紛失候ニ付再
為請求武村耕靄方へ久保成罷越

８月15日
武村耕靄　麻布御邸　大奥方様御居間欄間透し彫下繪之儀ニ
付罷出

８月20日
一麻布御邸御居間向欄間之繪為御頼武村耕靄方へ中俣文三郎
罷越

８月24日
明二十五日午前近藤樵仙麻布御邸へ罷越一應御襖拝見候ニ付
武村耕靄へも同時ニ罷出致打合候様為申通中俣文三郎罷越

９月６日 一麻布御殿御襖之儀ニ付為申談武村耕靄方へ中俣文三郎罷越

９月７日 朝真田家へ行 武村耕靄　麻布御殿御襖画之儀ニ付罷出

９月９日 真田家小襖を画く

９月10日 真田家小襖をかく

９月11日
真田家小襖を画正午出来同家へ
通知出ス

９月22日 真田家の下圖郵便出す

９月24日 中俣文三郎氏真田家使ニ来る
一武村耕靄麻布御邸御襖畵相認候日限来十月一日ニ被遊度旨
為申談中俣文三郎罷越

10月１日
真田家新邸へ行二階書院大襖を
画く同家後室夫人令息方まゐら
れ揮毫を觀る四時半退く

一武村耕靄麻布御邸御襖之畵相認候ニ付為接待中俣文三郎罷
越
一菓子　一折　麻布御邸詰合
右は午前十時過より　大奥方様奥方様幸保様幸治様幸尚様麻
布御邸へ御出被遊被下之午後五時三十五分御歸

10月３日 一武村耕靄麻布御邸へ罷出候ニ付為接待久保成罷越

10月９日 真田家下圖をかく

10月12日 麻布真田家新邸へ行杦戸を繕ふ
一麻布御邸御杉戸繪為修繕武村耕靄罷出候ニ付為應接久保成
罷越

10月16日 真田家新邸ニ行揮毫 一御杉戸之繪為修繕武村耕靄罷出

10月19日 朝より麻布真田家へ行杦戸繕 一麻布御邸御杉戸之繪為繕武村耕靄罷出

10月23日
川島母せい同行材木町真田家へ
行杦戸牡丹の画繕ふ

一御杉戸繪為手入武村耕靄罷出

10月26日
伊笠秀靄同道　真田家へ行杦戸
の画を繕ふ

11月７日 麻布真田家へ行揮毫杦戸

11月８日 真田邸へ行

11月９日 真田邸へ行夕方帰る

11月12日
朝より真田邸へ行伊笠同道揮毫
夕方帰る
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11月13日 真田邸へ行杦戸揮毫

11月14日
真田家へ行菊の圖襖へかく夕方
帰宅

11月15日 真田邸襖小松圖を揮毫

11月16日
真田家へ行　小松襖出来梅の圖
襖へ染筆

11月17日 真田邸へ行梅を揮毫

11月18日 真田邸へ行竹を襖へ画く

11月26日

今日吉辰ニ付御鎮守神及龍神御遷座挙行ニ付麻布御邸へ久保
成罷越
一右ニ付午前十一時三十分為御參列　御上幸保様幸尚様御同
伴麻布御邸へ御出被遊御遷座御祭典御挙行畢テ御新築御殿清
抜祭式御參列被遊又武村耕靄御襖之畫揮毫御一覧被遊午後四
時過御歸寓被遊中俣文三郎御供ニて罷歸
但幸治様ハ御豫後御静養中ニ付御出無之

12月２日 武邨耕靄　御杉戸御手入施彩竣功仕候旨申聞

12月８日

（前略）
右は新築御移轉為御祝被進
一造花　一籠
［大理石製］
一兎　一個　武村千佐子
右は同断為奉祝罷出献上

12月11日 一来ル十六日御招被成候旨武村耕靄へ申通ス

12月16日 被召喚罷出候　武村耕靄

12月23日

本日御新居御移徒ニ付御祝品被進幷献上之向へ御内祝之御品
被進及被下有之
（中略）
一赤飯［小］　一折
一松魚節　一折　武村千佐子

12月24日
武村耕靄　過日被召喚候御受歳暮御祝儀旁罷出御試筆御手本
差上御料理被下
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図２　�《富士川望岳之
図》落款部分

図１　�《富士川望岳之図》明治36年（1903）、
真田宝物館蔵

図３　�《富士川望富嶽》明治36年
（1903）

図４　『写生帖』６より、明治35年（1902）、共立女子大学図書館蔵

図５　�武村耕靄の日記大正２年
（1913）６月16日条の記載、
共立女子大学図書館蔵

図６　�伊笠秀靄《五月》
明治36年（1903）
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図７　《松島図》明治44年（1911）、真田宝物館蔵

図８　《厳島図》明治44年（1911）、真田宝物館蔵

図10　『写生帖』21より、明治39年（1906）、共立女子大学図書館蔵

図12　『写生帖』８より、明治36年（1903）、共立女子大学図書館蔵

図９　�《松島図》
落款部分

図11　�《厳島図》
落款部分




